
キリスト教徒化以前において、殺すことが禁じられていた海洋生物は、精霊の使いであり村

人を助けてくれると信じられていたサメやイルカのみであった。ビチェ村の居住域から30mほ

ど先 の 沖 には 、サ メにイヌや ブタ、ネコなどを与 えていたポポ アライニ ・キ ソ (Popoaraini kiso) と

呼 ばれる場所があった (図2-14)。

しかしながら、キリスト教徒化以降、SDAの 教義によって、食用が禁じられた魚介類 が急増

することとなった。

前述のように、タカセガイやチョウセンサザエ、ヤコウガイなどの貝類、イセエビやノコギリガ

ザミなどの 甲殻類 、ウナギやヨコシマサ ワラなど体表の鱗 が明確ではない、もしくは少ない魚

類、ウミガメ、タコやイカ、ナマコなどは、いずれもSDAの 教義によって食禁忌の対象 となった
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のである。

SDAの 教義では、タカセガイやヤコウガイなどの貝類の貝肉を食用として販 売す ることは

禁忌であるが、殻を販売することは禁忌とされていなかった。食用が禁忌とされている魚類の

一部、甲殻類、タコやイカ、ナマコについては、販売も禁じられた。

ま た、 オ オ シ ャコガ イ (ose、Tridacna gigas) や ク ジラ (ivu、Cetaceae) の 歯 や 背 骨 は 、円 盤 状

に削り、真ん中に穴を開け、貨幣代わ りに用 いられたpoataや 装 身具としてのhokataに 加工さ

れ た (写 真2-35)。poataやhokataは 、高 い価 値 が 認め られ 、贈 与 交換 の 道 具 としても用 い ら

れ た。

オオシャコガイについては 、ビチェ村周辺海域 ではほとんど獲 ることができないため、村 人

はヴァングヌ島周辺で採集することが主であった61。クジラについては、死骸が漂着 した際に、

骨や歯が採集されることがあるのみ であった。ビチェ村周辺のオオシャコガイやクジラの骨や

歯は、M集 団の成員利用権の対象であった。その他の居住者についても、居住時成員利用権

が認められていた。

写 真2-35 poataやhokata、 石 壷

出所) ソロモン諸島ガトカエ島ビチェ村、2006年

筆 者撮影。

タカセガイやヤコウガイは、20世 紀初頭には装飾やボタンの材料として、海外の交 易人へ

の販売が始められており、村人にとって最も古い収入源のひとつであった。しかしながら、ヤコ

ウガイについては、ビチェ村周辺 の海域ではほとんど獲れず 、1940年 代 には全 く採集されなく

なっていた 。

タカセガイは岩場 や磯に多く、ビチェ村周辺 の海域にも生育しているものの 、村人 はより多く

61 マ テ ン ゲ レ集 団のbangaraで あ る ヴ ァン ゴ ロが、 マ ロア ナ集 団 のbangaraで あ る タル ジル と

結婚 したのは、 オオシャコガイのよ うな価値の高い資源 を採集 しやす くす るためであった とも

考え られ る。
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のタカセガイを採集できるガトカエ島北西部やヴァングヌ島東南部の周辺海域で、主に採集を

行っていた。タカセガイやヤコウガイは 、来村したギゾなどの 中国系仲 買人 によって買い取ら

れ ていた。

タカセガイやヤコウガイは、M集 団であれ ば成員利用権 が認められ、その他の村人につい

ては、居住時成員利用権のみが認められていた。しかしながら、波の荒い外洋に面したビチェ

村の周辺海域に来て、タカセガイやヤコウガイの採集を行う他村者は稀であった。

当時のビチェ村における主な漁法は、手釣り、竹竿釣り、槍漁、弓矢漁、素潜り、トウツルモ

ドキ (ara、Flagellaria indica) の蔓 を用 いた漁 法 (以 下 、トウツル モドキ 漁)、 カツオ の一 本 釣 り漁

(valusa makasi、 以下 、ワル サ漁) であった (表2-14)。 これ らの漁 法 につ いて、以 下 に簡 単 に

説明していこう。

手釣 り漁は、浅瀬を歩きながら行うものと、カヌーに乗って水深数十mの ポイントにいる魚を

狙 うもの とが あった 。浅瀬 で行 う手 釣 り漁 (chinaba hona veko) は 、棒 や小 型 の ビンに巻き付 け

た 仕掛 けの 先 に、釣 り針 を1本 の み 付 け 、ヤ ドカリ (koba、Coenobitidae) や 小 型 の 貝 、魚 の切

り身などを餌 にして、数mか ら数十m先 のポイントに反動をつけて投げ込む漁法であった。糸

を張 り、当たりがあれ ば、手で糸を手繰 り寄せて釣り上げた。

釣 れ るの は 、ベラ科 の1種 (jijipolo、Thalassoma spp.) などの 小 型 魚 が主 であった。男 女 間

わず行っていたが 、成人男性はより大きな魚を狙える他の漁法を行っており、主には子どもお

よび女性が行っていた。単独でも行うが、数人が一緒に行うこともあった。魚について、釣った

村人が独占することはなく、釣果の少なかった同行者には、他の村人が気前良く魚を分け与

えることがnoroと され ていた。

カヌー に乗 って行 う手 釣 り漁 (chinaba kurakura) は 、棒 や 小型 の ビンに巻 き付 けた仕 掛 けの

先に釣り針を1本 付け、小石をココヤシの小葉で包んで錘にし、ポイントに沈めて上下に動か

しながら、魚 の当たりを待つ漁法であった。釣れ るの は、モンガワラカワハギ科 の幼 魚などの

小 型魚 やアジ科 の1種 (mara、Carangidae) などの 中型 魚 が 主 であった 。

単独 でも行うがカヌー1艇 に複数 人が同乗して出漁することもあった。また、魚の群れを見

つけた場合 は、他の村人を呼び集めて同じポイントで釣りを行っていた。子どもから大人まで、

男女問わず行う漁法であった。複数 人が1艇 のカヌーに同乗して手釣りを行う場合は、各人の

釣果に関わらず釣れた魚は等分された。

竹 竿 釣 り (chinaba hipuru) は 、3-5mの 長 さの 竹 (dekedeke、Nastus obtusus) を 釣 り竿 として

利用 し、竿先に仕掛けを付けて行う漁法であった。浮きや錘 は用いられていなかった。岩の 多

い磯 や水深1m程 度の礁池 (kopi) で行われることが主であり、スズメダイ科などの小型魚から、

ハ タ科 (panchara、Serranidae) や ブ ダ イ科 の 複 数 種 (maiaki、Scarus spp.) な ど の 中 型 魚 を対

象にした漁法であった。

子どもおよび成人女性が行うことが主であるが、他の漁が不得手な成人男性が行うことも

あった。単独もしくは複 数で連れ立って行く事もあった。釣った魚をすべて、釣った村人が独 占

することはなく、釣 果の少なかった同行 者には、他 の村 人が気前 良く魚を分け与えることが

noroと さ れ て い た 。
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槍漁は、(pipili, Lumnitzera littorea) などの重くて堅い樹木を鋭く削って作 った槍 (bao) を用

いて、カヌーの上か らもしくは浅瀬 に立って、中・大型魚を突いて獲る漁法であった。魚が近寄

るのを静かに待たね ばならないため 、主 に単独で行われた。力の強い男性のみが行う漁法で

あった。槍漁に用いられる樹木については 、M集 団であれば成 員利用権が認め られ、その他

の村人については、居住時成員利用権のみが認められ ていた。

弓矢漁 (chinaba bokala)  は、浅い礁 池で行われた。弓 (bokala)  は、ヤシ科の1種  (kachuele•A

Drymophloeus sp.) 、矢 (piu) はサ ゴヤシの 小 葉 、弦  (maloso)  はバンヤンの1種  (kalala•A Ficus

sp.) の根 から作 られた。弓や弦に用いられる樹木は、M集 団 に成員利用権が認められ 、その

他の村人には居住時成員利用権が認められていた。弓矢漁を行うの は男性のみ であった (写

真2-36)。

素潜り漁 は、水 中に潜って木製の銛 (hona) もしくは細い鉄製の銛を手で持って、魚を突く漁

法であった。1950年 代頃からは、ゴムの力で銛を飛 ばす水 中銃 (paka) を用いた素潜 りも行わ

れ るようになった (写 真2-37)。 水 中眼 鏡 を装 着 し、また オニ カマス (gohi•A Sphyraena

barracuda)  などの大型魚を狙う場合 は、足ひれやシュノーケル (J字 型呼吸管) を付 けて行わ

れるようにもなった。

水中銃の銃 身には、加工 しやすく壊れ にくいニューギニアヴィテックスが重 用されたほか 、

カロフィルムが用いられることもあった。礁池、岩の多い磯 、水深数十mの 外洋など、あらゆる

海域で行われ ていた。水中ライトを用いて、夜間に素潜 り漁が行われることもあった。

男性 のみ が行う漁 法であり、子 どもはスズメダイ科 の小 型魚 の ほか 、イスズミの1種

(chichiru, Kyphosus vaigiensis) などの 中型魚を狙い、大人は主に中 ・大型魚を狙った。単独

で行うこともあるが、複数 人で行うことが主であった。

子どもが素潜り漁を行うのは、浅瀬や 足の着く程度の水深の磯であり、数 人で、一緒に魚を

探しながら行った。成 人男性は、カヌーに2人1組 で乗 り込み、水深数十mの 外洋に行き、1

人が射手を、もう1人 が魚の探知とポイントでのカヌー位置の維持を交代で行っていた。成人

男性1人 が射手をし、子ども1人 がカヌーの漕ぎ手として、参加することもあった。複数で素潜

りを行った場合 は、獲れた魚は等分 された。

写 真2-36 弓 矢 を構 える村人

出所) ソロモン諸島ガトカエ島ビチェ村

2005年 筆者撮影)

写 真2-37 素 潜 り漁 用 の水 中銃 、足 ヒレ

出所) ソロモン諸島ガトカエ島ビチェ村、2005年 筆者撮影)
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トウツルモドキ漁は3種 類あり、それぞれ kuarao, ara, ara hona と呼ばれていた。3種類 のト

ウツルモドキ漁の共通点として、水深1m程 度の礁池で行われること、魚 の群れが入ってくる

時期に行われること、トウツルモドキの蔓を縒り合わせた数十mの 束 (arara) を引っ張って魚を

囲い込むこと、小 ・中型魚を対象とすること、数人から10数 人が共 同で行うことが挙 げられ る。

araraの 長さは、浅瀬の広さに応じて決められた。

ほとんどの魚は、araraをす り抜けることができないため、特定の場所に追い込んでいくこと

ができた。魚は、araraの 葉を警 戒して、すり抜けることができないと考 えられるが 、その理 由

の詳細は不 明である。

kuaraoで は、浅瀬にいる魚全体を対象に、araraで少しずつ囲い込み 、あらか じめ作ってお

いた石積みの堰 (chidi) のなかに追い詰めていった。chidiのなか に入った魚は、ナタで切 った

り、シイノキカズラなどの葉を用いた毒で弱 らせて捕獲された。

araは 、kuaraoと ほ ぼ 同様 であるが 、相 違 点 としてクロホシフエダ イ (kuasa•A Lutjanus

russelli) などの特定の魚の群れのみを囲い込む こと、必ずしもchidiを 作るのではなく、自然の

窪地に魚を追い込むこともあることが挙 げられる。

ara honaは 、chidiや窪地に追い込まず 、araraをすり抜けられずに止まっている魚を水中銃

で撃って捕まえる漁法である。水中銃の射手は、引っ張られていくararaの すぐ後ろを潜ってつ

いて行き、他の射手に当てないように注意 しなが ら、銛を撃ち込んでいった。

トウツルモドキ漁で獲れ た魚は、参加者に均等 に分配された。また結婚 式などの祝宴のた

めに多くの魚が必要となった際に、村全体の共同労働でトウツルモドキ漁が行われることもあ

った。

ワルサ 漁 には 、太 くて強いホウライチク属 の1種  (ivu, Bambusa vulgaris)  で作 った竿

(sasaburu)•A pusi  (学 名 不 明) という蔓 を縒 り合 わ せ た 釣 り糸 (mujala)、 クロチョウガ イ (shubi、

Pinctada margaritifera) 、シ ロチョウガイ  (davi, Pinctada maxima)  を磨いて作った身に、タイマイ

(vonu pede, Eretmochelys imbricate)  の甲羅で作った釣り針 (mata) を 付 け た 疑 似 餌 (ghaili、写

真2-38) が用 い られ ていた。さらに 、装 飾 として小さなビー ズ (cheku) をghailiに 付 けることもあ

った。

写 真2-38 シ ン ジュガイと竈 甲で作 られたghaili

出 所) ソロモン諸島ガトカエ島ビチェ村、2005年 筆 者撮影)
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他の漁法では、釣 り糸や釣 り針など村外か ら購入しなくてはならないものがあったが、ワル

サ漁では 、装飾 として加えるビーズ以外は、すべて村 内および周辺の 自然資源 から作 られた

道具が用いられていた。

美しいghailiで あれ ばあるほど、多くのカツオが食 い付くと信じられていたため、ghaili作りの

名人は村人の尊敬を集めた62。

浜にいて、カツオの鳥山を見つけた村 人は「フゥーフ、フゥーフ」、「マカシ (マロヴォ語でカツ

オの意) ヨーイ」と呼び声を挙 げた。その際に村にいた男女らが、カヌー1艇 につき3-6人 が乗

り込み、3-4艇 で出漁した。ワルサ漁 に参加するのは男性が中心であったが、一部の女性も

出漁することがあった63。

各カヌーが競い合って鳥山に向かうものの 、パドルが船体 に当たるとカツオは逃 げてしまう

ため、静か にかつ素早く漕ぐ技術が必要であった。1艇 に2-4人 の漕ぎ手、1人もしくは2人 が

釣り手として乗り込んだ。釣り手は 、竿 先を船尾に向けて置 き、竿を魚に持って行かれないよ

うに竿の根元部分と自分の足首をラタンで作った紐 で結びつけた。

カツオが掛かった際には、自分の足を支点として二の腕で竿を持ち上げ、一気に水 面から

カツオを引き抜かね ばならなかった。空中に放 り上げたカツオの 口からうまくghailiが外れずに

魚がカヌーに落ちると、釣り針が折れ てしまうこともあった。漕ぎ手 は、次 々とカツオが放 り込

まれるなかでひっくり返 らないようにパドルでカヌーを支えてバランスを取 り、釣り手 は釣 り疲

れると漕ぎ手と交代 した。

1艇 当たり20-40匹 のカツオを積むことができ、自分のカヌーが魚で一杯 になってしまった

場合 には、隣 のカヌーに釣り上 げたカツオを放り込む名手もいた。カヌーにはホラガイ (buki、

Charonia tritonis) で作 った法螺 (binukiri) が積 み込まれ 、カツオが10匹 釣れ るごとに合図

(vatabotu) として吹き鳴らされた。合図が村 に聞こえると一斉に歓声が上がり、村は興奮に包

まれたという。

カヌー をカツオで満 たし、村に戻 った出漁 者たちは、船 着場 のそばにあったモンパ ノキ

(chubeu、Tournefortia argenentea) の大木の下 に釣れた魚を並べ 、出漁していたすべてのカヌ

ーが村 に戻ると、カツオの分配を始めた。村人 は、皿 や鍋を持ってモンパノキの下 に集まった。

カツオはすべての村人に均等に分 けられたほか 、カナ リウムナッツの採集などで村を訪れた

他村者にも気前 良く振る舞われ 、販売されるようなことはなかった (表2-14)。

すべての魚介類は、M集 団全体に成員利用権 が認められ、その他 の村人については居住

時成 員利用権が認められていた。収入源となっていたタカセガイやヤコウガイについては、採

集者 がその販売利益を独 占していたものの 、魚については、自家消費 のみでなく気前 良く他

者 に分 け与えられ 、また何 らかの事情で漁 に行けなかった者 、また不漁だったものに対する

62 ク クー は、ghaili作 りの 名 人の1人 で あ っ た。

63
 筆者が ビチ ェ村に滞在 中、 カナ リウムナ ッツ採 集のために 一時的 に帰村 していた 女性 は、若

い頃か ら力が強 く、 ワルサ漁の釣 り手として も知 られていた。 この一時帰村中に村の 若者1人

が、 おそ らく誤って、 彼 女に夜這いを仕掛けた ところ、 この若者を一喝 して退散 させ、 さらに

その名を挙げ るこ ととなった 。
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相 互扶助としての魚 の贈与 ・分配 が行 われ ていた。魚 の共同での利用と共同での 消費が行

われていたのである。

3. 小括

キリスト教徒化にともない、ガトカエ島を四分化する境界 (以 下、四分化境界) が決められ 、

各地区にチーフが任命されることとなった。しかしなが ら、ビチェ村の人 々の資源利用 におい

て、四分化境界が強く意識されることはなく、M集 団全体でガトカエ島と4無 人島およびその周

辺海域の 自然資源の共同利用が行われていた。

教会や植民地政府関係者らにとって四分化境界は、各領域内にチーフを任命することで容

易に資源の利用許可を得 られるようになるという利点を生み 出すこととなった。しか しながら、

村人の資源 利用において、大きな意味を持つものとなってはいなかったのである。

ガトカエ島と周辺無人島および、これ らの周辺海域のすべての野生の動植物 ・魚介類、タロ

イモ灌漑水田、石、半栽培されていた建築用樹木、木彫り用樹木、グメリナについては、M集

団全体に成員利用権が認められていた (表2-15)。 その他の居住者についても居住時成 員利

用権が認められていた。

表2-15 1950年 代 以前 のビチェ村の資源利用権

出所) 聞き取り調査より作成 した。

注) 共同利用集 団とは、他集団に許 しを請うことなく各資源を共 同利用している集団を示している。

グメリナはカヌーに用いられる樹木であり、木彫り細工用樹木 とはコクタン、インドシタン、

キバナイヌジシャなどである。

M集 団であれば優 先利用権を得ることができたのは、焼畑用地 、半栽培 されていたカナリ

ウムナッツやココヤシ、サゴヤシ、サガリバナ、庭で栽培もしくは半栽培されていた薬用植物お

よびバナナやパパイヤ、ゴレンシなどの果樹 、ランやユ リなどの観 賞用植物 、敷物などの材料

や石蒸 し料理に用 いられるタコノキ科 やサ トイモ科などの複数種 、コゲ落 としに用いられるク

ワ科 の複数種、飼育動物などであった。その他の居住者 は、これ らについて優先利用権もしく
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は居住時優 先利用権が認め られていた。

コプラや石壷 、タカセガイやヤコウガイの販売利益については販売者が独 占し、栽培植物

の収穫については、栽培者が独 占的に行っていた。しかしながら、焼畑や庭、海などか らの収

穫物 は、村人全体で共同調理 、食事 が行われ 、石蒸し石やカナリウムナッツなどは他 村に暮

らすM集 団の成員などにも贈与されていた。

またワルサ漁で獲れたカツオは、村人のみでなく村の訪問者にも、気前 良く贈与 ・分配され

た。他者が優先利用権を持つ資源を利用する際に、金銭のや り取 りがなされることはなく、優

先利用権保有者 は、資源をchakeiす る者 として、寛容に、また気前よく利用を認 めることが

noroと され ていた。ビチェ村の人 々は、カツオなどの外洋の魚、貴重な石やカナリウムナッツ

などの資源を、自らが利用するのみでなく、他村のM集 団成 員などにも気前良く振舞う (振舞

うことができる) という、「豊 かさ (hinoho)」を享受していたのである。

その一方で、ビチェ村の人 々はガトカエ島北西部やヴァングヌ島で、サゴヤシやニッパヤシ、

タカセガイ、ヤコウガイなどの採集も行っていた。他村の資源の豊かさも享 受していたのであ

る。

秋 道 (2004: 37-38) は 、自然資源の利用 において、「プレ・ハーベスト (収穫前)」と「ポスト・

ハーベスト (収穫後)」の各段階に分けて、共 同利用を捉えていくべきであり、収穫後の資源配

分によって、資源を共有することの意 味や当事者意識が変わってくるとしている。

1950年 代以前のビチェ村では、プレ・ハーベスト段階については、成 員利用権および優 先

利用権という共 同利用権のもとに、多用な資源が共同利用され 、またポスト・ハーベスト段 階

においては、気前 良く収穫物などを分配していくことがnoroと みなされ、資源の共 同利用が広

く行われ続 けていた。ポスト・ハーベスト段階 において、気前 の良い収穫物の分配 や贈与 、共

同調理が行われることが、プレ・ハーベスト段階での寛容な資源の共同利用がnoroと され るこ

とに結びついたとも考えられ る。

また自家消費 目的 、販売 目的を問わず、自然資源の利用に際してはvinari tokaeと 呼ばれ

る相互扶助活動が盛 んに行われていた。ココヤシやカナ リウムナッツの収穫時には、他 村に

暮 らすM集 団の人 々も一時的に帰村 し、共同労働に加わっていた。漁労についても、ワルサ

漁 やトウツルモドキ漁を始めとして共 同で行われることが多かった。

村 人同士で雇用労働を行うことはなく、資源の利用許可をめぐって金銭のや り取りが行わ

れることもなかった。四分化境界の設定後も、VP集 団とM集 団の間に壁は形成されず、ビチ

ェ村の人々は、M集 団というつながりを「核」として資源を共同利用し、また無償での相互利用

ネットワークを形成していたのである (図2-15)。
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図2-15 1950年 代 以 前 の ビチ ェ村 の ロー カル ・コモ ン ズ

出所) 筆者作成。

注) 当時のビチェ村居住者の多くはVP集 団であったが、村人の一部はM集 団もしくは非M集 団であった。

各集団には成員と結婚した他集団出身者も含まれる。

VP集 団の一部は、ペアヴァ村などにも居住していた。
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